
東京都港区赤坂九丁目７番１号
www.nikkoam.com/

●お取引状況等についてはご購入された販売会社にお問い合わせください。

コ ー ル セ ン タ ー 電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

当運用報告書に関するお問い合わせ先

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のうち
重要なものを記載した書面です。その他の内容について
は、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体
版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する
旨を定めております。運用報告書（全体版）は、下記の
手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該当
ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 該当
する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求によ
り交付されます。交付をご請求される方は、販売会社ま
でお問い合わせください。

＜641219＞

第175期末（2024年６月17日）
償還価額（税込み） 5,822円33銭
純 資 産 総 額 987百万円

第170期　～　第175期
騰 落 率 12.1％
分配金（税込み）合計 25円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなし
て計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示して
おります。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、「資源株ファンド 通貨選択シリーズ
＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）」
は、2024年６月17日に償還いたしました。
　当ファンドは、主として世界の資源株に実質的
に投資を行ない、信託財産の中長期的な成長をめ
ざして運用を行なってまいりました。
　ここに、信託期間中の運用経過等についてご報
告申し上げます。
　これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心
より厚くお礼申し上げますとともに、今後とも弊
社投資信託をご愛顧賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

償還　交付運用報告書
第170期（決算日2024年１月17日）　第171期（決算日2024年２月19日）　第172期（決算日2024年３月18日）
第173期（決算日2024年４月17日）　第174期（決算日2024年５月17日）　第175期（償還日2024年６月17日）

作成対象期間（2023年12月19日～2024年６月17日）

資源株ファンド 通貨選択シリーズ
＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

追加型投信／内外／株式
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

設 定 日： 10,000円
第175期末（償還日）： 5,822円33銭（既払分配金（税込み）：5,910円）
騰 落 率： 41.3％ （分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドは、主として世界の資源株に実質的に投資を行ない、信託財産の中長期的な成長をめざし
て運用を行なってまいりました。また、原則として、オーストラリアドル買い／米ドル売りの為替取引
を行なうことで、実質的にオーストラリアドル建てで運用を行ないました。信託期間中における基準価
額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・脱炭素社会への取り組みが世界的に加速するなか、関連製品の開発や生産拡大などに伴なうコモディ
ティ（商品）需要が急拡大したこと。
・エネルギーおよび素材セクターの多くの企業がコスト管理や設備投資の規律を推進したことで、財務
状況など企業基盤が改善したこと。
・地政学的リスクなどを背景に金の価格が大幅に上昇したこと。

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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運用経過
設定以来の基準価額等の推移 （2009年11月20日～2024年６月17日）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

＜値下がり要因＞
・世界の株式市場においてエネルギーセクターのパフォーマンスが不振となったこと。
・新型コロナウイルスのパンデミック（世界的な大流行）を受けて世界経済が深刻な不況に陥り、幅広
い天然資源に対する短期的な需要が悪化したこと。
・アメリカドルが主要通貨に対して上昇したこと。

項 目
第170期～第175期

項　目　の　概　要
金 額 比 率

円 ％
（a）信託報酬

（投信会社）

（販売会社）

（受託会社）

30

（  5）

（24）

（  1）

0.547

（0.093）

（0.438）

（0.016）

（a）信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

委託した資金の運用の対価

運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の
情報提供などの対価
運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）その他費用

（監査費用）

（印刷費用等）

3

（  0）

（  3）

0.049

（0.002）

（0.047）

（b）その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 33 0.596

作成期間の平均基準価額は、5,555円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。
（注）この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。

１万口当たりの費用明細 （2023年12月19日～2024年６月17日）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

(参考情報)
○総経費率
　作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.00％です。

� （単位：％）
総経費率（①＋②＋③） 2.00
①当ファンドの費用の比率 1.20

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.69

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.11
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いた

だけますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

総経費率
2.00％

運用管理費用
（投信会社）
0.19％

運用管理費用
（販売会社）
0.88％

その他費用
0.10％

運用管理費用
0.69％

運用管理
費用以外
0.11％

当ファンド
1.20％

投資先
ファンド
0.80％
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、2019年６月17日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2019年６月17日
決算日

2020年６月17日
決算日

2021年６月17日
決算日

2022年６月17日
決算日

2023年６月19日
決算日

2024年６月17日
償還日

基準価額 （円） 3,625 2,575 4,264 4,979 5,295 5,822.33
期間分配金合計（税込み） （円） ― 285 60 60 60 55
分配金再投資基準価額騰落率 （％） ― △21.8 68.6 18.4 7.6 11.1
純資産総額 （百万円） 1,972 1,120 1,752 1,368 1,113 987
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

最近５年間の基準価額等の推移 （2019年６月17日～2024年６月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

（株式市況）
　期間中は、世界の主要株式市場が大幅に上昇しました。また、世界経済のモメンタムが総じて良好で、
市場は世界のマクロ経済環境の変化が株価に与える影響にも注目していました。一方、資源・資源関連
銘柄の株価は相対的に不振となりました。
　期間の初めは、2008年に起きた金融危機からの回復局面にあり、各国の中央銀行は経済を刺激する
ために低金利政策や量的緩和を実施しました。これを受けて、世界の主要株式市場の株価は堅調に推移
しました。そのなかで、米国が原油掘削量増加に努めたことや、サウジアラビアなどの主要産油国が生
産量を維持したことなどを背景とした需給不均衡などから、原油価格が大幅に下落しました。このよう
な環境下、エネルギーセクターの株価のパフォーマンスは低迷しました。
　2016年に入ると、世界の株式市場の上昇基調が続くなか、エネルギーおよび素材セクターが市場で
最もパフォーマンスの高いセクターの一つとなるなど、資源・資源関連銘柄にとって状況が好転し始め
ました。多くの商品の価格は回復し、コモディティ生産企業の株価もそれに追随しました。この間、注
目されたのは、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）が供給拡大から供給抑制へと戦略を変更したことでした。
米国の大統領選挙で共和党候補が民主党候補を破って勝利したことは市場に一時的に動揺を与えました
が、共和党大統領の政策綱領などに基づく展望が見え始めると、市場は法人税や個人税の税率低下の可
能性やインフラ投資などに期待を寄せることになりました。ただし、共和党大統領の就任後は、米国の
政治的な不確実性と貿易政策の方向性の不透明感などが資源・資源関連銘柄の株価の動向を左右するこ
とになりました。
　2010年代後半は、世界的な金融緩和などを受けて世界の主要株価は総じて上昇しました。一方で、
米国と中国の貿易摩擦や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱交渉、中東での紛争など地政学的緊張の高まりが
世界の市場に不透明感をもたらし、これらの出来事が市場のボラティリティ（変動性）を高めました。
この期間は、市場のほとんどのセクターが上昇した一方で、エネルギー銘柄・エネルギー関連銘柄は総
じて苦戦しました。
　2020年に入ると、新型コロナウイルスの感染拡大による世界中の主要地域でのロックダウン（都市
封鎖）が相つぎ、世界的な景気後退の可能性の高まりへの懸念を背景に、金融市場が大きく混乱しまし
た。新型コロナウイルスのパンデミックは、供給の増加、世界的な貿易紛争、欧州の一部およびアジア
経済の低迷と相まって、既に進行していた原材料価格の下落をさらに助長させました。需要の急減と世
界的なリスク回避の影響を大きく受けて、混乱の中心となったのは原油でした。主要産油国であるサウ
ジアラビアとロシアが各国による新型コロナウイルスの封じ込め対策を受けた需要減少を補うための供
給削減に合意できなかったことも、原油価格にさらなる打撃をもたらしました。しかし、新型コロナウ
イルスのワクチンや治療薬の開発進展、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及による感染拡大の収
束期待などにより世界的に景気の回復期待が高まりました。加えて、米国の選挙を受けた政治的確実性
の高まりや、商品価格の上昇などから、多くの資源・資源関連銘柄の株価が上昇し、すでに好調な業績
をあげていた金属・鉱業の関連企業などの株価にもさらなる追い風となりました。
　2021年から期間末にかけては、新型コロナウイルスのワクチン接種が進展し、多くの国や地域で新
規感染者数に落ち着きが見られたことなどから、市場心理が改善しました。このような状況に加えて、
米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融緩和の継続と、さらなる景気刺激策への期待から株式市

投資環境 （2009年11月20日～2024年６月17日）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

場、および資源・資源関連銘柄の株価が上昇しました。パンデミック後の数年間は、いくつかのテーマ
が勢いを増し、市場環境に影響を及ぼしました。環境、社会、ガバナンス（ＥＳＧ）基準がより重要視
されるようになると、資本の流れに加えてサステナビリティや倫理的な事業慣行に向けた企業戦略に影
響がもたらされました。また、ビットコインのような暗号通貨の広がりを受けて、新たな投資機会がも
たらされました。ブロックチェーン・テクノロジーが様々な産業にわたり引き続き革新をもたらすとと
もに、人工知能（ＡＩ）の能力も飛躍的に向上しました。

（国内短期金利市況）
　期間の初めから2013年１月下旬にかけては、日銀が利下げを行なったことから短期金利は低下し、
その後も日銀が金融緩和の強化を実施したことなどから、無担保コール翌日物金利は概ね0.1％を挟ん
だ水準で、国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、概ね0.1％を上回る水準で推移しました。
　2013年２月上旬から2016年２月前半にかけては、日銀が2013年４月に「量的・質的金融緩和」
を導入したことなどから、無担保コール翌日物金利は、概ね0.1％を下回る水準で推移しました。その
間、ＴＢ３ヵ月物金利は、2014年９月にはマイナス金利まで低下し、その後も概ね0.0％を挟んだ水
準で推移しました。
　2016年２月後半からは2024年３月中旬にかけては、日銀によるマイナス金利政策の導入を受けて、
無担保コール翌日物金利はマイナス圏での取引が続き、ＴＢ３ヵ月物金利は概ね－0.05％前後で推移
しました。
　2024年３月下旬以降は、日銀が金融政策決定会合においてマイナス金利政策を解除したことから、
無担保コール翌日物金利は0.08％近辺まで上昇し、ＴＢ３ヵ月物金利はプラス圏に浮上して0.00％近
辺で期間末を迎えました。
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

（為替市況）
　信託期間中におけるオーストラリアドル（対円）は、右記の推移
となりました。

 
（当ファンド）
　当ファンドは、収益性を追求するため、「ナチュラル・リソース・ファンド オーストラリアドル・ク
ラス」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制
しました。

　当ファンドは2009年11月20日の設定以来、約14年７ヵ月にわたり運用してまいりました。この
たび、約款の規定に基づき、信託終了日を2024年６月17日として償還いたしました。
　これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心より厚くお礼申しあげますとともに、今後とも弊社投
資信託をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

（ナチュラル・リソース・ファンド オーストラリアドル・クラス）
　期間中は、ポートフォリオではエネルギーセクターへの積極投資を継続し、ポートフォリオの変更の
ほとんどは当該エネルギーサブセクター内で行ないました。特に、石油・ガス探査および生産企業につ
いては、株価が下落した機会をとらえて買い増しを行ない、想定する投資比率の維持に努めました。ま
た、原油・ガス機器およびサービス企業に関しても、株価が下落した際に買い増しをしました。
　一方、素材セクターについては、控えめの投資としましたが、2020年に株価が上昇したことなどか
ら比率を引き上げました。また、金を中心とした鉱山企業は、各国政府の景気刺激策などに起因する一
部のインフレ懸念や、鉱山事業における安価な燃料費などの恩恵を受けました。このような背景から、
鉱山企業への投資は豊富なフリーキャッシュフローを生み出し、債務圧縮や配当などの株主への還元を
通じて投資機会を追求することができました。
　また、再生可能エネルギー関連株については、忍耐強く好機を捉えた戦略をとりました。再生可能エ
ネルギー関連株は中長期的な投資には向いているものの、需要低迷の局面があるとの予想に加えて一時
的にボラティリティが歴史的な高まりを見せたことから、割安感が増している場合にのみ投資を行ない
ポートフォリオのエクスポージャーを比較的小幅にとどめたため、パフォーマンスへの影響は最小限に
抑えられました。
　また、原則として、オーストラリアドル買い／米ドル売りの為替取引を行なうことで、実質的にオー
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円／オーストラリアドルの推移

当ファンドのポートフォリオ （2009年11月20日～2024年６月17日）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

ストラリアドル建てで運用を行ないました。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
　運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、
元本の安全性を重視した運用を行ないました。

　当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指
数を設定しておりません。

　信託期間中における分配金は、運用実績や市況動向などを勘案して決定し、１万口当たりの累計は
5,910円（税込み）となりました。また、第170期～第174期における分配金は、運用実績や市況動
向などを勘案し、以下のとおりとしました。なお、分配金に充当しなかった収益につきましては、信託
財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたしました。

○分配原資の内訳
� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　　　目
第170期 第171期 第172期 第173期 第174期

2023年12月19日
～2024年１月17日

2024年１月18日
～2024年２月19日

2024年２月20日
～2024年３月18日

2024年３月19日
～2024年４月17日

2024年４月18日
～2024年５月17日

当期分配金 5 5 5 5 5
（対基準価額比率） 0.099％ 0.097％ 0.092％ 0.089％ 0.083％
当期の収益 ― ― ― 0 0
当期の収益以外 5 5 5 4 4

翌期繰越分配対象額 11,033 11,028 11,023 11,018 11,013
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
（注）投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配

金をお支払いすることはございません。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2009年11月20日～2024年６月17日）

分配金 （2009年11月20日～2024年６月17日）
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

お知らせ
　2023年12月19日から2024年６月17日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 2009年11月20日から2024年６月17日までです。

運 用 方 針

主として、世界の資源関連企業が発行する株式を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信
託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいま
す。）の一部、またはすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行な
います。

主 要 投 資 対 象
「ナチュラル・リソース・ファンド オーストラリアドル・クラス」受益証券
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法

主として、世界の資源株に投資を行なうとともに各コースの通貨で実質的な運用を行なう投資信託証券に投
資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざします。世界の米ドル建て資源関連株式（預託証
書を含みます。）を実質的な投資対象とします。銘柄選択にあたっては、企業の財務データなどに基づく定
量分析と業界内での競争力や経営者のマネジメント能力の評価といった定性分析を実施します。原則とし
て、オーストラリアドル買い／米ドル売りの為替取引を行ないます。

分 配 方 針 毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうことをめざします。

当ファンドの概要
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 123.3 42.1 59.8 62.7 5.4 15.3 21.5
最小値 △  52.5 △10.8 △12.4 △19.4 △5.5 △  6.1 △  8.8
平均値 12.8 12.1 19.0 9.5 △1.0 4.7 6.6

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2019年６月から2024年５月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。
《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX、配当込）
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●東証株価指数（TOPIX、配当込）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチ
マークで、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰ
Ｘ総研の関連会社に帰属します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI 
Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式
を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属
します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権
は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティ
ング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対象インデックスを用いて行われる日興ア
セットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、
FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、
当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-EMグローバル・ディ
バーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債
を対象にした指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値
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（2019年６月末～2024年５月末）
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　2024年６月17日現在、有価証券等の組入れはございません。

項　　　　　目
第170期末 第171期末 第172期末 第173期末 第174期末 第175期末（償還日）
2024年１月17日 2024年２月19日 2024年３月18日 2024年４月17日 2024年５月17日 2024年６月17日

純 資 産 総 額 932,878,195円 937,578,132円 971,874,095円 992,616,919円 1,041,136,287円 987,737,544円
受 益 権 総 口 数 1,846,789,728口 1,813,815,895口 1,793,528,977口 1,774,806,541口 1,721,267,960口 1,696,464,980口
１万口当たり基準（償還）価額 5,051円 5,169円 5,419円 5,593円 6,049円 5,822円33銭
（注）当作成期間（第170期～第175期）中における追加設定元本額は5,862,024円、同解約元本額は197,130,701円です。

当ファンドのデータ
組入資産の内容 （2024年６月17日現在）

純資産等
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資源株ファンド 通貨選択シリーズ＜オーストラリアドル・コース＞（毎月分配型）

【貸借対照表】
（単位：円）

前期 当期
2023年12月18日現在 2024年６月17日現在

資産の部
流動資産
コール・ローン 27,740,426 990,719,341
投資信託受益証券 956,323,182 －
親投資信託受益証券 963,860 －
未収入金 2,903,231 －
未収利息 － 2,335
流動資産合計 987,930,699 990,721,676

資産合計 987,930,699 990,721,676
負債の部
流動負債
未払収益分配金 943,866 －
未払解約金 507,971 1,071,701
未払受託者報酬 27,852 28,391
未払委託者報酬 900,873 918,232
未払利息 4 －
その他未払費用 495,986 965,808
流動負債合計 2,876,552 2,984,132
負債合計 2,876,552 2,984,132
純資産の部
元本等
元本 1,887,733,657 1,696,464,980
剰余金
期末剰余金又は期末欠損金（△） △902,679,510 △708,727,436
（分配準備積立金） 335,363,107 296,178,285
元本等合計 985,054,147 987,737,544
純資産合計 985,054,147 987,737,544
負債純資産合計 987,930,699 990,721,676
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【損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

前期 当期
自　2023年６月20日 自　2023年12月19日
至　2023年12月18日 至　2024年６月17日

営業収益
受取利息 25 17,787
有価証券売買等損益 △4,908,049 119,739,700
その他収益 182 －
営業収益合計 △4,907,842 119,757,487
営業費用
支払利息 5,464 347
受託者報酬 169,891 162,116
委託者報酬 5,495,051 5,243,591
その他費用 514,881 491,316
営業費用合計 6,185,287 5,897,370
営業利益又は営業損失（△） △11,093,129 113,860,117
経常利益又は経常損失（△） △11,093,129 113,860,117
当期純利益又は当期純損失（△） △11,093,129 113,860,117
一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解約
に伴う当期純損失金額の分配額（△） △243,136 3,117,841

期首剰余金又は期首欠損金（△） △989,782,521 △902,679,510
剰余金増加額又は欠損金減少額 110,955,605 90,398,878
当期一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 110,955,605 90,398,878
当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 － －
剰余金減少額又は欠損金増加額 7,081,581 2,713,979
当期一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 － －
当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 7,081,581 2,713,979
分配金 5,921,020 4,475,101
期末剰余金又は期末欠損金（△） △902,679,510 △708,727,436
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